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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期
第２四半期
連結累計期間

第70期
第２四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 15,444 14,260 29,271

経常利益（百万円） 1,577 1,761 2,456

四半期（当期）純利益（百万円） 994 1,138 943

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
979 1,170 829

純資産額（百万円） 19,336 19,713 18,977

総資産額（百万円） 40,235 40,077 40,200

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
80.89 93.13 76.69

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ 93.12 －

自己資本比率（％） 47.2 48.5 46.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,301 2,723 2,230

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,452 △2,874 △6,010

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△677 △551 528

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高（百万円）
4,550 2,474 3,191

　

回次
第69期
第２四半期
連結会計期間

第70期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 35.15 52.98

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含んでいません。

３．第69期第２四半期および第69期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株

式が存在していないため記載していません。　

　

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要などを背景として、一部に回復の兆し

がみられたものの、欧州債務危機が広がりを見せるとともに、円高の継続、国内での電力供給不足などにより、依然

として見通しは不透明な状況にあります。

　このような環境のもと、当社グループは国内外の情報通信産業を中心に、顧客のニーズに基づいた多種多様なフッ

化物製品の供給を行うとともに、特殊貨物輸送で培った独自のノウハウに基づいた化学品の物流を担う事業展開を

行ってきました。

　当第２四半期連結累計期間の売上高は142億60百万円（前年同期比7.7％減）となりました。減少した主な要因は、

代替フロン部門、電池部門の売上高が減少したことによるものです。売上原価に関しましては、主要原料である無水

フッ酸の価格が下落したこと等により原価率は前年同期と比べ改善しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益は17億48百万円（同11.9％増）、経常利益は17億61百万円（同

11.7％増）、四半期純利益は11億38百万円（同14.4％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりです。

①高純度薬品

高純度薬品事業につきましては、主力である半導体・液晶部門の製品販売は堅調に推移しましたが、代替フロ

ン部門および電池部門の販売が減少した結果、売上高は118億34百万円（前年同期比8.0％減）となりました。一

部の製品では販売価格が低下し出荷量も減少しましたが、主原料の価格が低い水準で推移したことにより、営業

利益は19億５百万円（同11.8％増）となりました。

②運輸

運輸事業につきましては、運送関連および倉庫関連等の取扱量が減少した結果、売上高22億22百万円（前年同

期比6.1％減）、営業利益３億60百万円（同22.0％減）となりました。

③メディカル

メディカル事業につきましては、主として非臨床試験費用および治験準備費用を計上した結果、営業損益は３

億17百万円の損失（前年同期は営業損失２億48百万円）となりました。

④コスメティック

コスメティック事業の売上高は77百万円（前年同期比28.4％減）となりました。営業損益は、広告等の販促費

用を計上した結果、63百万円の損失（前年同期は営業損失１億96百万円）となりました。

⑤その他

その他の区分の売上高は１億26百万円（前年同期比12.6％増）となりました。営業損益は、エネルギーマネジ

メント事業（ネットワーク関連機器およびソフトウェア開発販売）およびムーンライト事業（蓄光製品の製造

販売）の先行投資費用等を計上した結果、１億41百万円の損失（前年同期は営業損失１億64百万円）となりまし

た。
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(2)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は前連結会計年度末と比

較して７億16百万円減少し、24億74百万円となりました（前年同期末比では、20億76百万円の減少。）

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、税金等調整前四半期純利益17億48百万円、減価償却費11億15百万円、法

人税等の支払額２億22百万円等により27億23百万円の収入となりました。

前年同期（13億１百万円の収入）と比較すると、たな卸資産の増減や法人税等の支払額が減少したこと等によ

り14億22百万円の収入増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、有形固定資産の取得等により28億74百万円の支出となりました。

前年同期（24億52百万円の支出）と比較すると、有形固定資産の取得による支出の増加等により４億21百万円

の支出増加となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間においては、自己株式の取得、配当金の支払等により５億51百万円の支出となりま

した。

前年同期（６億77百万円の支出）と比較すると、借入れによる収入が増加したこと等により１億26百万円の支

出減少となりました。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は、５億36百万円です。なお、当第２四半期連結

累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末　現
在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,300,000 12,300,000

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株

計 12,300,000 12,300,000 － －
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（２）【新株予約権等の状況】

　     当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりです。

　決議年月日 平成24年６月25日

　新株予約権の数（個） 7,000

　新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

　新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

　新株予約権の目的となる株式の数（株） 700,000

　新株予約権の行使時の払込金額（円） 1,443

　新株予約権の行使期間
自　平成28年５月１日

至　平成32年３月31日

　新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

　発行価格および資本組入額（円）

発行価格　　　　1,443

資本組入額　　　　（注）３

　新株予約権の行使の条件

　①本新株予約権者は、当社が金融商品取引法に基づき

　　提出した有価証券報告書に記載された平成28年３月期

　　または平成29年３月期の連結損益計算書における売上

　　高が450億円以上であり、かつ、同連結損益計算書にお

　　ける営業利益が36億円以上の場合のみ、本新株予約権

　　を行使することができる。

　②本新株予約権者は、本新株予約権の行使時において、

　　当社の取締役、監査役、従業員もしくは当社の関係会

　　社（財務諸表等の用語、様式および作成方法に関する

　　規則第８条第８項の定義により、以下同様とする。）

　　の取締役、監査役または従業員の地位にあることを要

　　する。ただし、本新株予約権者が取締役または監査役

　　の任期満了もしくは従業員の定年退職により退職した

　　場合その他当社取締役会が正当な理由があると認めた

　　場合は、当社の取締役、監査役、従業員もしくは当社

　　の関係会社の取締役または従業員の地位にない場合で

　　あっても、本新株予約権を行使することができる。

　③本新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は

　　認めない。

　新株予約権の譲渡に関する事項
　譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会

　の承認を要するものとする。

　代用払込みに関する事項 －

　組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４

　（注）１．当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により付与株式数を調整するものとする。ただし、

　　　　　　かかる調整は、本新株予約権のうち、当該時点で行使されていない本新株予約権について行われ、調整の

　　　　　　結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　　　　　　調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割・併合の比率

　　　　　　上記のほか、割当日後、付与株式数の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、当社は、合理的

　　　　　　な範囲で必要と認める付与株式数の調整を行う。

　（注）２．新株予約権の行使期間の最終日が当社の株主名簿管理人（会社法第123条に定める株主名簿管理人をい

　　　　　　う。）の営業日でない場合は、その前営業日を最終日とする。
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　（注）３．資本組入額

　　　　　　　　①　本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第

　　　　　　　　　　17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端

　　　　　　　　　　数が生じたときは、その端数を切り上げるものとする。

　　　　　　　　②　本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記①記載の

　　　　　　　　　　資本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた金額とする。

　（注）４．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

　　　　　　（以下「組織再編行為」と総称する。）をする場合、本新株予約権の取り決めに準じ無償で本新株予約権を

　　　　　　取得する場合を除き、組織再編行為の効力発生時点において残存する本新株予約権（以下「残存新株予約

　　　　　　権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまで

　　　　　　に掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づき交付することとす

　　　　　　る。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとす

　　　　　　る。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契

　　　　　　約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとす

　　　　　　る。

　　　　　　　　①　交付する再編対象会社の新株予約権の数

　　　　　　　　　　　 本新株予約権者が保有する残存新株予約権の数を基準に、組織再編行為の条件等を勘案して合

　　　　　　　　　　 　理的に決定される数とする。

　　　　　　　　②　新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　　　　　　　　　　　 再編対象会社の普通株式とする。

　　　　　　　　③　新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　　　　　　　　　　　 組織再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される数とする。

　　　　　　　　④　新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　　　　　　　　　　　 本新株予約権の行使により交付を受けることができる株式１株当たりの払込金額を基準に組織

                       再編行為の条件等を勘案して合理的に決定される価額に、交付する新株予約権１個当たりの目

                       的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる価額とする。

　　　　　　　　⑤　新株予約権の行使期間

　　　　　　　　　　　 行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、行使期間の末日まで

　　　　　　　　　　   とする。

　　　　　　　　⑥　新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金および資本金準備金に関する

　　　　　　　　　　事項

　　　　　　　　　　　 本新株予約権の取り決めに準じて決定する。

　　　　　　　　⑦　新株予約権行使の条件

　　　　　　　　　　　 本新株予約権の取り決めに準じて決定する。　

　　　　　　　　⑧　譲渡による新株予約権の取得の制限

　　　　　　　　　　　 譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとす

　　　　　　　　　　　 る。

　　　　　　　　⑨　新株予約権取得の条件

　　　　　　　　　　　 本新株予約権の取り決めに準じて決定する。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 12,300 － 3,180 － 3,288

　

（６）【大株主の状況】

 (平成24年９月30日現在)

氏名または名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

深田　純子 堺市西区 1,494 12.15

ゴールドマンサックスアンドカ

ンパニーレギュラーアカウント

（常任代理人ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK, NY, USA

（東京都港区六本木６丁目10番１号 六本

木ヒルズ森タワー）

537 4.37

橋本　亜希　　 大阪市中央区 518 4.22

深田　ダニエル颯 兵庫県芦屋市 503 4.09

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 407 3.31

橋本　信子 堺市西区 367 2.99

深田　麻実 兵庫県芦屋市 334 2.72

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社

(三井住友信託退給口)

東京都中央区晴海１丁目８－11 324 2.63

財団法人黒潮生物研究財団　 高知県幡多郡大月町大字西泊560イ 300 2.44

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社(信託口)
東京都中央区晴海１丁目８－11 291 2.37

計 － 5,078 41.29

　（注）「株式総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位を四捨五入しています。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 （平成24年９月30日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　 500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,295,400 122,954単元株式数100株

単元未満株式 普通株式      4,100 － １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 12,300,000 － －

総株主の議決権 － 122,954 －

　

②【自己株式等】

 （平成24年９月30日現在）

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

ステラケミファ株式会社

大阪市中央区

淡路町三丁目

６番３号

500 － 500 0.00

計 － 500 － 500 0.00

（注) 当第２四半期会計期間末（平成24年９月30日）の自己株式は100,569株（発行済株式総数に対する所有株式

　　　数の割合0.81％）となっています。うち、100,000株につきましては、当社が平成24年２月15日付の取締役

　　　会において、従業員の新しい福利厚生サービスとして自社の株式を給付し、当社の株価や業績との連動性を

　　　より高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することにより、株価および業績向上への従業員の意欲や士気

　　　を高めることを目的として、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の導入を決議したことに伴い、資産管理サ

　　　ービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が取得したものです。

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）および第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,241 2,524

受取手形及び売掛金 ※
 6,465

※
 6,451

商品及び製品 1,773 1,755

仕掛品 953 964

原材料及び貯蔵品 629 705

その他 794 775

貸倒引当金 △44 △43

流動資産合計 13,812 13,133

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,684 5,601

機械装置及び運搬具（純額） 5,216 5,125

土地 5,470 5,467

建設仮勘定 7,992 8,528

その他（純額） 817 1,011

有形固定資産合計 25,180 25,734

無形固定資産

その他 71 61

無形固定資産合計 71 61

投資その他の資産

その他 1,447 1,457

貸倒引当金 △309 △309

投資その他の資産合計 1,137 1,147

固定資産合計 26,388 26,944

資産合計 40,200 40,077

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,612 1,644

短期借入金 4,186 5,437

1年内返済予定の長期借入金 4,265 3,751

未払法人税等 248 655

賞与引当金 364 369

その他 3,264 2,005

流動負債合計 13,941 13,862

固定負債

長期借入金 5,984 5,180

退職給付引当金 575 585

役員退職慰労引当金 455 473

その他 265 262

固定負債合計 7,281 6,501

負債合計 21,223 20,364
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,180 3,180

資本剰余金 3,288 3,288

利益剰余金 12,720 13,600

自己株式 △1 △180

株主資本合計 19,187 19,887

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1 △6

繰延ヘッジ損益 △18 △20

為替換算調整勘定 △478 △424

その他の包括利益累計額合計 △498 △450

新株予約権 － 3

少数株主持分 288 272

純資産合計 18,977 19,713

負債純資産合計 40,200 40,077
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 15,444 14,260

売上原価 11,860 10,601

売上総利益 3,583 3,659

販売費及び一般管理費 ※
 2,020

※
 1,910

営業利益 1,563 1,748

営業外収益

持分法による投資利益 52 41

補助金収入 15 27

その他 65 61

営業外収益合計 132 130

営業外費用

支払利息 77 65

為替差損 32 35

その他 8 18

営業外費用合計 118 118

経常利益 1,577 1,761

特別利益

固定資産売却益 4 5

特別利益合計 4 5

特別損失

固定資産廃棄損 34 15

その他 0 2

特別損失合計 35 17

税金等調整前四半期純利益 1,546 1,748

法人税等 528 631

少数株主損益調整前四半期純利益 1,018 1,116

少数株主利益又は少数株主損失（△） 23 △21

四半期純利益 994 1,138
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,018 1,116

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5 △5

繰延ヘッジ損益 △108 △1

為替換算調整勘定 50 51

持分法適用会社に対する持分相当額 23 8

その他の包括利益合計 △38 53

四半期包括利益 979 1,170

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 951 1,185

少数株主に係る四半期包括利益 27 △15
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,546 1,748

減価償却費 1,196 1,115

のれん償却額 75 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 79 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） △160 9

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 26 18

受取利息及び受取配当金 △3 △7

支払利息 77 65

為替差損益（△は益） 53 30

持分法による投資損益（△は益） △52 △41

投資有価証券売却損益（△は益） － 0

投資有価証券評価損益（△は益） － 2

有形固定資産除売却損益（△は益） 29 10

売上債権の増減額（△は増加） 93 32

たな卸資産の増減額（△は増加） △708 △56

仕入債務の増減額（△は減少） 397 18

その他の流動資産の増減額（△は増加） △32 52

その他の流動負債の増減額（△は減少） △190 △122

未収消費税等の増減額（△は増加） △1 6

未払消費税等の増減額（△は減少） △145 95

その他 △28 18

小計 2,251 3,000

利息及び配当金の受取額 3 7

利息の支払額 △74 △62

法人税等の支払額 △879 △222

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,301 2,723

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △10 －

有形固定資産の取得による支出 △2,436 △2,885

有形固定資産の売却による収入 8 12

投資有価証券の取得による支出 △0 △3

投資有価証券の売却による収入 － 0

その他の支出 △17 △91

その他の収入 4 93

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,452 △2,874

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 729 1,221

長期借入れによる収入 620 852

長期借入金の返済による支出 △1,767 △2,188

自己株式の取得による支出 △0 △179

配当金の支払額 △258 △259

リース債務の返済による支出 △0 △1

新株予約権の発行による収入 － 3

財務活動によるキャッシュ・フロー △677 △551

現金及び現金同等物に係る換算差額 △47 △14

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,876 △716

現金及び現金同等物の期首残高 6,426 3,191

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,550

※
 2,474
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【会計方針の変更】

（減価償却方法の変更）

　当社および国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ４百万円増加しています。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　※　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。な

　　　お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

　　　四半期連結会計期間末日残高に含まれています。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形　 93百万円 44百万円

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は次のとおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

賞与引当金繰入額 61百万円 63百万円

退職給付費用 7 7

役員退職慰労引当金繰入額 26 31

研究開発費 492 536

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

　　

　　とおりです。

 
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 4,640百万円 2,524百万円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △90 △50

現金及び現金同等物 4,550 2,474
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月17日

取締役会
普通株式 258 21平成23年３月31日平成23年６月２日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月26日

取締役会
普通株式 209 17平成23年９月30日平成23年11月28日利益剰余金

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 258 21平成24年３月31日平成24年６月１日利益剰余金

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末

後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月29日

取締役会
普通株式 209 17平成24年９月30日平成24年11月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計高純度
薬品　

運輸 メディカル
コスメ
ティック

計

売上高        

外部顧客への売上高 12,856 2,365 － 108 15,331 112 15,444

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 1,440 － － 1,441 96 1,537

計 12,857 3,806 － 108 16,772 208 16,981

セグメント利益

又は損失（△）
1,704 462 △248 △196 1,722 △164 1,557

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整　　　

備事業、EMS事業（エネルギー管理システムの開発）およびムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）

を含んでいます。

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,722

「その他」の区分の利益 △164

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,563

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計高純度
薬品　

運輸 メディカル
コスメ
ティック

計

売上高        

外部顧客への売上高 11,834 2,222 － 77 14,134 126 14,260

セグメント間の内部

売上高又は振替高
0 1,377 － － 1,378 87 1,465

計 11,835 3,599 － 77 15,512 213 15,726

セグメント利益

又は損失（△）
1,905 360 △317 △63 1,885 △141 1,743

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理事業、自動車整　　　

備事業、エネルギーマネジメント事業（ネットワーク関連機器およびソフトウェア開発販売）および

ムーンライト事業（蓄光製品の製造販売）を含んでいます。

２．報告セグメントの利益または損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額および当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,885

「その他」の区分の利益 △141

セグメント間取引消去 5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,748

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額および算定上の

　基礎は、以下のとおりです。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 80円89銭 93円13銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 994 1,138

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額　（百万円） 994 1,138

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,299 12,219

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 93円12銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株）　 － 1

（うち新株予約権）（千株）　 － 1

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要　

－ －

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

　　　ため記載していません。

　

（重要な後発事象）

重要な自己株式の取得

　当社は、経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を目的として、平成24年10月29日開催の取締役会にお

いて、会社法第459条第１項の規定により読み替えて適用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式の取

得およびその具体的な取得方法として自己株式の買付け（以下、「本買付け」といいます。）を行うことを決議し、

本買付けに基づき、平成24年10月31日で200,000株を自己株式として取得いたしました。なお、内容は以下のとおり

です。

　

自己株式の取得の内容

（１）取得した株式の種類　当社普通株式

（２）取得した株式の総数　200,000株

　（注）発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合　1.64％（小数点以下第三位を四捨五入）

（３）取得価額の総額　315,600,000円

　（注）上記金額には買付代理人に支払う手数料その他諸経費は含まれていません。

（４）取得した期間　平成24年10月31日

（５）取得方法　自己株式立会外買付取引（ＴｏＳＴＮｅＴ－３）による買付け

 

２【その他】

　平成24年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

（１）配当金の額………………………………………… 209百万円

（２）１株当たりの額…………………………………… 17円00銭

（３）支払請求の効力発生日および支払開始日……… 平成24年11月28日

（注）平成24年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月９日

ステラケミファ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平岡　　義則　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊加井　真弓　　 印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているステラケミファ株

式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日か

ら平成24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ステラケミファ株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しています。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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